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神奈川大学外国語学部准教授

『昭和十年前後の太宰治─〈青年〉・メディア・テクスト』（ひつじ書房、2009）、
「〈箱〉と “書くこと ”─村上春樹研究の更新にむけて」（『信州大学人文科学論
集』2、2015）
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早稲田大学文学学術院専任講師

「声への想像力─ボリス・エイヘンバウムの詩論」（貝澤哉・野中進・中村唯史編
著『再考ロシア・フォルマリズム─言語・メディア・知覚』せりか書房、2012）、
「シクロフスキイの「異化」における視覚」（『ロシア語ロシア文学研究』43、2011）

友田義行（ともだ　よしゆき）　第 3章
信州大学学術研究院教育学系准教授

『戦後前衛映画と文学─安部公房×勅使河原宏』（人文書院、2012）、「安部公房の
残響─勅使河原宏『サマー・ソルジャー』試論」（中村三春編『映画と文学─
交響する想像力』森話社、2016）
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「『食堂かたつむり』試論─倫子のイメージをめぐって」（押野武志編『日本サブ
カルチャーを読む─銀河鉄道の夜から AKB48まで』北海道大学出版会、2015）、
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『〈スキャンダラスな女〉を欲望する─文学・女性週刊誌・ジェンダー』（青弓社、
2015）、「「妻」は誰を救ったか─映画「ヴィヨンの妻～桜桃とタンポポ～」（『坂
口安吾研究』2、2016）
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大阪大学大学院文学研究科准教授

『太宰治の小説の〈笑い〉』（双文社出版、2013）、「織田作之助『夜光虫』論─
「大阪日日新聞」を手がかりに」（『国語国文』84(12）、2015）


